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論 文 内 容 の 要 旨 
本研究の目的は、①設計・施工分離発注方式と表裏一体の関係にある建設コンサルタントの役割を
明らかにし、②建設コンサルタントの技術水準とコンプライアンス意識（より上位にある倫理性）を
向上させるための手段について検討することである。 
公共土木事業の発注者は、長年、設計は建設コンサルタントに委託し、工事は総合請負業者（以下、
ゼネコンと略記）に注文するという設計・施工分離発注方式を採用してきた。なぜなら、土木構造物
の価格基準を決定する設計は、発注者か第三者、すなわち建設コンサルタントが行わなければならな
いのであって、ゼネコンに委託するわけにはいかないためである。また、工事段階で実施される監督
と検査は、施工ミスや手抜き工事を発見するとともに、工事品質の評価を資格審査等に反映させ、競
争入札制度を有効に機能させて、ゼネコンに対して品質確保の徹底を促すという意義を持っている。
そのため、監督と検査の実施主体は、発注者か建設コンサルタント等の第三者でなければならない。
こうして見ると、建設コンサルタントは、設計段階および施工段階を通じて重要な役割を持っている
ことが分かる。建設コンサルタントは、公共土木事業の品質を確保し、国民の安全で安心な生活を実
現するために不可欠な存在なのである（第 1章）。 
しかし、現実には、建設コンサルタントは本来の役割を果たしているとは言えない。ゼネコンが建
設コンサルタントの設計に対する無償の技術協力の度合いによって受注者を割り振っていたとされ
る裏設計問題の発覚は、建設コンサルタントの技術不足とコンプライアンス意識の欠如を表面化させ
た。建設コンサルタントが重要な役割を持つ以上、建設コンサルタントの技術水準とコンプライアン
ス意識（および倫理性）の向上を図っていかなければならないのである（第 2章）。 
資格制度改革は、技術不足とコンプライアンス意識の欠如という建設コンサルタントが抱える問題
を同時に克服する有効な手段の 1つとして考えられる。建設コンサルタント業務の競争入札等の資格
審査で重視されてきた技術士は、今日まで業務独占の付与がなされずプロフェッション性が低いまま
に留まっている。建設コンサルタントは、プロフェッションを確立して高度な経験的知識と高い倫理
性を保持し様々な領域で本来の役割を発揮しなければならない。そのためには、技術士法の改正ない
し建設コンサルタント業法の制定等、資格制度改革等の是非について検討していく必要がある（第 3
章）。 
とは言え、資格制度改革だけで建設コンサルタントが抱える問題を完全に克服できるわけではない
だろう。長野県会計局検査課におけるパブリック・マネジメント改革の事例は、建設コンサルタント
が抱える問題を克服し、公共土木事業の品質を確保するために、発注者、検査担当者、建設コンサル
タント、ゼネコン等、そして国民がどのような関係を築いていくべきかについて重要な示唆を与える。
検査課が、工事の監督や検査を厳格に実施し、積極的にノウハウを育成し継承しようとする背景には、
多くのアクターによる相互監視と情報公開制度があった。しかし、設計業務ではこうした取り組みは
なされていない。今後は、発注者と建設コンサルタントの取引においても、積極的に情報公開を実施
して相互監視を強め、建設コンサルタントに対して品質管理の徹底を働きかけていくことが求められ
る（第 4章）。 
以上のように、公共土木事業の品質確保のためには、建設コンサルタントが技術水準とコンプライ
アンス意識（および倫理性）を向上させて本来の役割を発揮することが不可欠であり、そのための手
段として資格制度改革とパブリック・マネジメント改革が有効であることを明らかにした。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
論文は、公共土木事業の品質確保について論じている。ここ数年に限っても、談合や設計ミス・手
抜き工事が発覚しており、事態は当事者のみならず、学術的にも原因と解決策を研究することの必要
性を示している。土木建設領域からの研究はわずかにあるが、経済経営分野からの研究はほとんどな
い。こうした中で、論文は分離発注方式と建設コンサルタントの役割を基軸にすえて、上記の課題に
取り組んでおり、貴重な研究である。 
 論文は６章から構成されている。序章では、問題意識を述べ、先行研究を検討し、研究課題を導出
する。１章では分離発注方式の機能と建設コンサルタントの役割を論じた。一括発注方式の問題点と、
特に専門性と中立性を有する建設コンサルタントの、本来的に期待される役割を強調している。しか
るになぜ裏設計が行われてきたのかという疑問に答えるために、２章では建設コンサルタントの低技
術レベルを施工計画書と詳細設計図の作成に関わって明らかにした。３章では建設コンサルタントの
技術レベルの確保に関わる、技術士制度を論じた。４章では公共土木事業の発注者側の品質管理に関
する取り組みとして長野県会計局検査課を取り上げた。発注部局から独立した検査課が行う厳正厳格
な検査が建設業を品質確保へと駆り立て、検査課内でも研修等によって検査能力の向上と継承という
効果を生み出しているという。国民の参加制度の意義についても積極的に評価した。５章では結論を
要約し、公共土木事業の品質確保に関わる今後の課題を指摘した。 
 論文の評価できる点は以下のとおり。第１に研究対象への接近に際し、外部からは窺い知るのが難
しい業界事情と公共土木事業に関する制度手続き・実態の熟知が不可欠である。そのために筆者は地
道な聞取り作業を重ねた。その成果が論文のオリジナリティとリアリティを生み出した。第２に公共
土木事業の品質確保に不可欠な役割を果たすと期待される建設コンサルタントを研究の中心に据え
ることで、公共土木事業改革を考える際に顧慮されるべき論点を提示した。第３に発注者、建設コン
サルタント、建設業者、国民の間の関係と役割を踏まえた内容となっており、分かりやすさと説得力
を有している。 
 こうした評価の一方で、問題点も指摘できる。一括発注方式に関わる先行研究についての掘り下げ、
公共土木事業の品質確保に関わる建設業サイドの取り組み、国際的視点からの本研究内容の相対化、
等の必要性である。しかし、これらの問題点も論文の価値を損ねるものではなく、論文の成果に立っ
た今後の取り組みに期待してよいと考える。 
 以上の審査内容を踏まえて、論文審査委員会は全員一致で本論文が博士（商学）の学位の授与に値
するものと判断した。 
